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■コンタクトがウソなら、当局はなぜ否定 しないのか

…現在 、UFO論 争に於ては、互 いに正反対の立場にある二つのグループが存

在す そ)。 一方は各国の政府機関であ り、UFOを 幻覚であ り科学的に有 りえな

い存在であると説明す る声明をたびたび出 している。もう一方は他の惑星か ら

飛来 した宇宙人 と直接 コンタク トしたと主張する人 々のグループである。…

1954年 に私は、このよ うな間違 いだらけの ドタバ タ濠1に 終止符 を打つために

最初の具体的行動を開始 した。

二人の男が、私の住む町で講演会 を開 く予定だつたのである。この二人は著

書の中で自分たちがコンタクトした と主張 してお り、もっぱ らそれ らの本の販

売促進 を目当てに当地に滞在中であつた。もし連中の主張が嘘だ とすれば、当

局はなぜ連中にこの町で勝手なことを言わせてお くのか、私には理解できなか

つた。要す るに一市民がこのことで抗議 した とすれば 、当局が何 もしないはず

はないと考 えたのである。そこで私は実際に市の当局に抗議 した し、FBIや
空軍 、そのほかにもいくつかの しかるべ き政府機関に抗議 した。私の抗議 を却

下 した FBIの 返事はこ うである。要す るに問題の二人は個人的意見 を述べて

いるにす ぎず 、個人的意見を述べ る権利は彼 らにも保障されている、とい うの

だ。だが、宇宙人 とコンタク トした と主張す る、これ らの連中が売 り出 した本

は 、どれ も「ドキュメンタリー Jだ とか 「事実 Jだ とか 「真相 Jだ とかいつた

殺 し文句がデカデカ と踊 っているのである。

こうした時期に、私は妻 と共に空軍のライ トパター ソン基地にある空軍情報

部で、当時副本部長 を務めていたジ ョン・オマーラ中佐を訪問 した。中佐は私

たちと会談中、問題の連中が隠れ もないホ ラ吹きであることを改めて断言 し、

さらに ドナル ド・キーホー少佐 (民 間の UFO団 体 としては世界最大の会員数

を誇 っていたNICAPの 創設者 )に 関 して も鼻か らバカに してみせた。また

中佐は 「飛行中の空飛ぶ円盤が写 つているとかい うトレモン トンだかモンタナ

だかの映画 フイルムのよ うなものは全 く存在 しません 」と言明 した。とはいえ

今 日で も多 くのアメリカ国民が、映画館で円盤が写 っていると称する問題のシ

ー ンにお目にかかつているのである。中佐は、多 くの ジェット戦闘機が追跡カ
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メラを搭載 していることを認め 、それは、UFO問 題 をさらに調査するためで

あると語つた。……・

■アダムスキーの宇宙船同乗に立ち合 つた科学者たち

翌 1955年 は 、UFOの 目撃事例 も宇宙人 とコンタク トした と称する報告 もさ

らに増大 したく空飛ぶ円盤を扱 つた本や雑誌やダイレクトメールの出版物は、

どれ も発行部数 を伸ばす一方だつた (当 時 、私はこう考 えたものだ。要す るに
「ペテ ン師 」どもがせ つせと自分たちの思 い通 りに人 々か ら金をまきあげてい

ス)と い うのに、わが合衆国の郵政 当局 (連 中は図 々しくも我が国の郵便制度を

悪用 しているのだ )の お とがめな しとは、いつたいどうゆ うわけなのか、と。

いずれにせ よ私は、これ らの本の中の一冊 を郵便 を利用 して購入 した。書名は

『空飛ぶ円盤同乗記』、著者はジ ョージ・アダノ、スキーである。だが私はこの

本 を購入す る前に、それ をよく調べ 、法律的に見.て 極めて傷付 きやすい “アキ

レスけん"(弱 点 )を 発見 していたのだ。この件における “アダヱ、スキーのア

キレスけん"は 、彼 自身の以下の文章にある。

「
私が宇宙船に同乗 して行 った旅行の一つについては、ちゃんと複数の目

撃者がいち 。二 人とも高い地位にある科学者であそ)。 いつたん彼 らが声明

を発表することが可能 となれば 、状況は一夜に して変わるに違いない。し

か しなが ら、あらゆることが安全保障上の措置 として機密扱いされ るよう

な現状 を考 えるな らば、彼 らとして もここ当分の間は今 まで どうり人目に

つかぬよ うにしてゆかざるをえないのである。だが、二人はこう言つてい

そ)。 もし国の防衛 も自分 自身の身の安全 も危機にさらさずに自分たちの握

っている証拠 を公表できると確信できる時が来れは 、その時はマスコミを

通 じてそれ を公にするつ もりである、と。……・」

この陳述のおかげで (こ の部分はある意味でアダムスキーの体験を科学的に

実証す るものになる )こ の本は 、彼の個人的見解の産物であることをやめて し

まい、法的手段によZ)真 偽の追求 を免れない事実の申 し立てへ と変身 したので

ある。
「ペテン師 Jど もを一向に取 り締 まろ うとしな い政府のや る気のな さに腹を

立てた私は 、この問題 を自分で押 し進め る決心を した。

問題 となつた本はジ ョージ・アダム スキーの著書である。私の見解では 、ア

ダ
・
ノ、スキーは 、連邦裁判所に召喚 され るべ きであつたぐそ うなれば彼は例の二

人の科学者の証言によつて、自分がほかの惑星か ら飛来 した宇宙船に本 当に同

乗 したことを立証できるわけではないか。

もちろんこの ことは 、政府の側に も、真相 を主張する機会を与 えることにな

り、従 って もしアダムスキーが前述の科学者たちを提示する事ができなか つた

場合は 、政府は彼 (ア ダムスキー )を 合衆国の郵便制度を不法に利用 して詐欺

行為を行つたか どで告訴できるのである。

■CIA長 官か らのアダムスキーに関する回答

私は弁護士を していそ)友 人に電話 をかけ 、問題の状況を説明 した。彼の返事
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では 、どうや ら私には訴訟を起 こすだけの言い分があ りそ うだ 、とのことで″)

つた。

この件に関係のあそ)各種の政府機関に対すそ)敬 意の念か ら、私の弁護士はあ

そ)下 院議員に仲介者 として働いて くれるよ う依頼 した (最初の うちはこの下院

議員も、私たちが冗談 を言つていそ)も の としか思わなかった 。だが私の弁護士

は 、私たちが本気だ とい うことを彼に納得 させた。そ して私たちは、この下院

議員に具体的な行動計画 を説明 したのである。

「私が点検 してみ るまでは何 もしてはいけません 」とい うのが彼の忠告であ

った (私たちが何 もせずに待っていると、やがて彼か らワシン トンにある某政

府機関に手紙で問い合わせてみては どうか 、と言 つて きた。私たちは言われた

とお り手紙 を出 したが、これに対す る返事は前 もつて用意 された もので、その

余 りにもひ ど過 ぎる言 い逃れぶ りには 、ふだんは極めて穏健である友人の弁護

士で さえ腹 を立てたほ どである。
「われわれにこんな返事をよこすなんて 、連中は何様だと思 つているんだ。

こ うなった ら最後までや り通 してや るか らな。」

だが、彼が例の下院議員に電話す ると、相手は、どうか 自分がワシン トンに

連絡 をつけられ るまで、もう一度だけ何 もせずにこらえて くれ と言 う。その週

の うちに、私の弁護士から、事務所 まで来て くれ との電話が入 つた。

彼が受け取 った今回の回答書に も、全ての当事者が各種の公式声明には関係

や責任がないと主張す るように、との指示が含まれていた。

今回、私たちが受け取 った公式声明それ 自体は、CIA長 官アレン・グレス

の手になるものであつた。

ダレスは 、こう言 っているのだ。

確かに貴下に置かれましては、連邦裁判所で訴訟を起こすだけの事由を

お持ちです。しか しながら、もし必要 とあらば、差 し止め命令を発動する

ことによつて、本官は何ぴとといえども、法廷で この書物 (『 空飛ぶ円

盤同乗記』)に関する証言を行わせないつもりでお ります。なぜならUF
O問題に関 しては最高度の機密保全が存在するからであ ります。

私の弁護士は 、もし差 し止め命令 を発動 された場合は、私がにつちもさつち

もいかない状況に追 い込まれ 、逆訴訟の対象 とな りかねないことを入念に指摘

し、この訴訟は中止 した方がよいと忠告 して くれた。

(『 緊急非常事態 :UFO攻 略記 』か ら「アダZ、 スキーが告訴 されなかつた

のはなぜか 」よ り)

訳者注記 : この文章の著者は、アダムスキーを頭か らベテン師 と決めつけ、

彼な りの正義感から、アダ
・
ムスキーを法廷にひきず り出そ うとしたわけです 。

しか し、何 とCIA長 官 じきじきの警告 を受けて断念せざるをえなかった 、と

い うわけです (こ のように、反アダムスキー派の人物が書いた文章であるだけ

に、かえつてアダム スキーの主張の正当性が計 らず も傍証され る結果 となつた

のは 、まことに皮肉 と言 うほかあ りません 。
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